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ガボン共和国月報（２０１５年９月）

２０１５年９月号

在ガボン日本国大使館

主な出来事

【内政】

●シュバイツァー博士没後５０周年式典の開催

●第３次オナ・オンド内閣の成立

【外政】

●ボンゴ大統領によるフランス公式訪問

●ボンゴ大統領による第７０回国連総会出席

【経済】

●ガボン政府による８００億ＣＦＡフラン借款計画の発表

●２０１５年における石油製造８．８％減

●世銀による電気・飲料水の提供に係る支援発表

【内政】

１ ボンゴ大統領による Woleu-Ntom 県訪問

１－３日，アリ・ボンゴ大統領は，ＧＲＡＩＮＥ政策の正式始動にあたり，Woleu-Ntom 県

を訪問し，ビタムにおける Olamの天然ゴム・プランテーション及び２０１７年のアフリカ・

ネーションズ・カップ開催予定地の一つであるオイエムのスタジアムを視察した。（２日付

ＵＮ，３日付ＧＭ）

２ シュバイツァー博士没後５０周年式典の開催

４日，シュバイツァー博士没後５０周年式典がランバレネにて開催され，オナ・オンド首

相ほか，アルベルト・シュバイツァー基金議長，国民議会副議長等が出席した。（５日付Ｕ

Ｎ）

３ リーブルビル第２区住居表示作業の開始

５日，オナ・オンド首相は，パリ市長，リーブルビル市長等の立会いのもと，リーブルビ

ル第２区の住居表示作業を開始した。（７日付ＧＲ，７日付ＵＮ）

４ 第３次オナ・オンド内閣の成立

１１日夜，オナ・オンド内閣の一部改造が行われ，野党系２名，女性閣僚１１名及び多数

の地方有力者を取り込み，４１名の大型内閣が組閣された。油価低迷により国家歳入不足

に陥った第２次内閣を受けて，今次内閣では，同大統領の政策の基軸である「台頭するガ

ボン戦略計画」（ＰＳＧＥ）の実現加速化に向けて省庁再編が行われ，現政権が重視する

教育，農業，都市開発及び社会保障分野に新たな人材が登用された。（１２日付，１４日

付ＧＲ，１２日付，１４日付ＵＮ）
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【外政】

１ ボンゴ大統領によるアフリカ・ネーションズ・カップ出席

４日，アリ・ボンゴ大統領は，コンゴ（共）で開催されたアフリカ・ネーションズ・カッ

プに出席した。（５日付ＵＮ）

２ ボンゴ大統領によるカビラ・コンゴ（民）大統領特使との会談

８日，アリ・ボンゴ大統領は，ジョゼフ・カビラ・コンゴ（民）大統領特使と会談を行い，

両国に関係する中部アフリカ地域問題について意見交換を行った。（９日付ＵＮ）

３ ボンゴ大統領によるフランス公式訪問

１３－１５日，アリ・ボンゴ大統領はフランスを訪問し，１４日，オランド大統領と，外

交・経済関係及び中ア情勢について会談を行ったほか，フランス開発庁（ＡＦＤ），ヴェオ

リア及びトタル関係者と環境保護，国債問題等について意見交換を行った。（１５日付ＵＮ，

１６日付けＧＭ）

４ ボンゴ大統領によるサウジアラビア訪問

２０－２４日，アリ・ボンゴ大統領は，サウジアラビアを訪問し，メッカ，ハッジ及びメ

ディナの巡礼に参加した。（２１日付ＵＮ，２５日付ＧＲ）

５ ボンゴ大統領による第７０回国連総会出席

９月２６－１０月１日，アリ・ボンゴ大統領はニューヨークで開催された第７０回国連総

会に出席し，持続可能な開発に関するサミットに参加し，国際社会に対して，安保理改革，

テロ対策及び気候変動対策を訴えた。また，２６日，国際電気通信連合（ＩＴＵ）は，ガ

ボンの通信分野における持続的で急速な発展を賞し，情報通信技術賞を授与した。（２８日

付，２９日付，３０日付ＧＲ，２８日付，２９日付，３０日付ＵＮ，３０日付ＧＭ）

【経済】

１ 赤道鉄鉱会社による新鉱山開発パートナー

８日，赤道鉄鉱会社（ＳＥＭ）及び Soguipam は，調査委員会の設立，鉄鉱掘削に係るノウ

ハウの共有，専門家派遣等，鉱山開発分野における協力について合意した。（８日付ＧＲ）

２ ガボン政府による８００億ＣＦＡフラン借款計画の発表

１８日，ガボン政府は，リーブルビル都市計画及び郊外道路建設を目的に，８００億ＣＦ

Ａフランの借款計画を発表した。（９日付ＵＮ）

３ 森林大臣による第１４回世界林業会議出席

７日，ダーバン（南ア）にて第１４回世界林業会議が開催され，ノエル・ネルソン・メソ

ン・ガボン森林・環境・天然資源保護大臣（当時）が出席し，持続的発展に向けた森林開

発の必要性について議論を行った。（９日付ＵＮ）

４ 経済特区連盟議長によるガボン訪問

８－１１日，ジュアン・トラン経済特区連盟議長がガボンを訪問し，アリ・ボンゴ大統領



3

及びオナ・オンド首相と会談したほか，マンジ経済特区及びンコク経済特区を視察した。（９

日付ＵＮ，９日付ＧＲ）

５ ２０１５年における石油製造８．８％減

経済省は，製造機械の老朽化や石油関係労組組合（ＯＮＥＰ）のストライキにより，２０

１５年における石油製造量が，前年に比べ，８．８％減の１００１万トンとなる旨発表し

た。（１５日付ＵＮ）

６ 世銀による電気・飲料水の提供に係る支援発表

２０日，世銀は，ガボン郊外における電気・飲料水の提供に向け，３６０億ＣＦＡフラン

の支援実施を発表した。（２０日付ＵＮ）

７ アフリカにおける米投資会合の開催

２３－２４日，リーブルビル商工会議所にてアフリカにおける米投資会合が開催され，米

国から代表団が出席し，アメリカ輸出入銀行（Exim）や海外民間投資公社（OPIC）と同様，

投資における情報交換や行政手続きに関する勧告等が行われた。（２３日付，２６日付ＵＮ）

出典：ＰＲ（大統領府公式ＨＰ）,ＵＮ（ユニオン紙）,ＧＭ(ガボン・マタン紙)､ＧＮ（ガ

ボン・ニュース電子版ニュース），ＡＦＰ，ＧＡ（Gabonactu.com），ＧＲ（ガボン・レヴユ

ー電子版ニュース），ＬＧ（ル・ガボン電子版ニュース），ＧＥ（ガボン・エコ電子版ニュ

ース）


